
1 

 

個別最適な学びと協働的な学びを効果的に組み合わせた社会科授業 

― 児童自らが学びを進めるための ICT 機器活用を目指して― 

 

北田 幹人 

 

金沢大学大学院教職実践研究科 学習デザインコース 

 

【概要】本研究の目的は、小学校高学年社会科において、ICT 機器を主体的に活用した個別最適な

学びと協働的な学びが、自己効力感を高め、自ら学び、自ら考える力の育成につながるのかを明ら

かにすることである。この目標を達成するために、まず調べる内容や方法を、児童に自己選択・自

己決定させ、個に応じた学びを進められるようにした。次に、各自が調べてきた情報や事実につい

て必要感を持って協働的な学びが行えるように ICT 機器の活用や発問・課題の工夫を行った。こう

した「個別最適な学びと協働的な学びの必要感のある往還」に加え、メタ認知力を育成する学習方

略を単元の中で、繰り返し継続的に行い、この授業デザインが自己効力感と主体的な学びにつなが

ったかを児童のふり返りから調べた。その結果、個別最適な学びから協働的な学びを経て、自己の

学びについてメタ認知を働かせて、ふり返るという流れの中で、児童が自己効力感を高め、学習意

欲がどのように変容するかを見取ることができた。 

 

Ⅰ 問題と目的 

１．問題 

（１）研究の背景 

小学校高学年における社会科の授業では、

教師による指導事項の網羅的な教授が中心と

なり、児童の知識や経験を生かして「思考・

判断・表現する力」を育てる授業とはなかな

かならない現状がある。知識・理解は学力の

一要素であるが、社会科は、テストで良い点

を取るために言葉や意味を覚える、暗記科目

という意識が多くの児童の中で強い。ただ、

その意識を取り除こうとして、教師が授業の

中で思考・判断を伴う話し合い活動を行うと、

前提となる知識が不足し、主体的に参加でき

ない児童が生まれ、学習への自己効力感が低

下していくのではないかと感じている。 

こうした状況を改善し、児童が主体的な学

びを進めていくためには、「なぜ」「どうやっ

て」といった問いを児童自らがもち、問いに

ついて調べ、自分の考えを持つということが

大切になってくる。しかし、令和５年石川県

基礎学力調査分析の中で、「教科書に出ていな

いことや、もっとくわしいことを勉強するこ

と」が好きと答えた本学級の児童は 25%であ

った。また、「社会が好き」という肯定的な評

価をした児童が 33％であり、高い数字ではな

い。「自らの問いをもち、解決していこうとす

る姿勢」が弱いと考えている。 

筆者は社会科授業を通し、「自らの問いをも

ち、解決していこうとする姿勢」を育ててい

くことで、自己効力感を高めていきたいと考

えている。 

（２）問題の所在 

新学習指導要領に記載されている「社会科

の見方・考え方」を児童が働かせる授業を目

指すにあたり、知識獲得型の授業ではなく、

「よりよい社会を考え、主体的に問題解決を

しようとする態度」と「多面的な思考や理解

を通して」社会を考える力を育てる授業が重

要であると考える。そのためには、自らが調
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べたい、考えたいという動機づけが重要とな

る。目指す授業のためには、自ら調べたい、

考えたいという「内発的動機づけ」と「自己

効力感」が大きく関わってくると考える。 

「内発的動機づけとは、新しいことやチャ

レンジを求めたり、探索したり、学んだりす

ることを通して自分の能力を高めようとする

生来的な傾向性に基づいて生起する現象であ

り、われわれの認知的、社会的な発達にとっ

て不可欠な動機づけ要因として位置づけられ

ると同時に、人生の楽しみやバイタリティー

の主な源泉となる意欲のあり方の総称だとい

えるだろう」（Ryan&Deci,2000b）と言われる

ように学習意欲の根底となるものである。 

また、鹿毛（2013）は「自己効力（ self-

efficacy）とは、特定のパフォーマンスを達

成するために求められる一連の行動を計画し、

遂行できるかという点に関する自分の能力に

ついての判断」（Bandura1986）を指す。還元

するなら「〇〇という行動をできるという見

通し（自信）」「人はこのような自信が強けれ

ば強いほど、その行動に対して努力する」（中

略）「特定の課題ができるという自信が努力の

意識を高め、効果的な学習方略の活用（例え

ば、努力のマネジメントや維持）を促進する

ことを通して学習意欲や学習成果を高める可

能性があるという。一方、学習方略を教える

ことによって自己効力が高まることも明らか

にされている。」と自己効力と学習方略の関係

についても述べている。 

 筆者は、社会科授業において、自ら学ぶ姿

勢と自己効力感を育むために、個別最適な学

びと協働的な学びの往還が関わってくると考

えている。ICT 機器の活用は、学習方略の一

つとして、この学びの往還を効果的に進める

ために大切な要素となると考えている。 

 

２．本研究の理論的枠組み 

（１）自己選択・自己決定を生かした個別

最適な学びの工夫 

本研究を行うにあたり、個別最適な学びを

学習の中に取り入れる。導入段階では、一斉

指導から入り、社会的事象との出会わせ方、

発問、資料の工夫などにより、それぞれの児

童が「調べたい」「考えたい」という思いをも

てるようにする。児童は自分の思いを大切に

しながら、教師と共に学習課題を作っていく。 

全体としての大きな流れはあるものの、課

題解決に向けての取り組みを複線化する。北

（2000）は「学習の複線化」とは、「子供一人

ひとりの多様な思いや願いに柔軟に応えられ

るよう、学習を構成する学習問題や教材、学

習方法、学習活動、学習環境それぞれにおい

て、教師が複数のメニューを用意したり、子

供自身が自らの学習計画を立てる場をつくっ

たりするなどして、子供の多様な学び方に対

応できるようにすることである」とした。児

童の願いに沿った探究的な学びを大切にする

ことで自ら学ぶことの楽しさや必要感を生み

出していく。また、考えの根拠となる事実の

獲得を教師からの知識注入だけではなく、授

業での調べ学習を通して自分たちで見つけ出

し、自ら獲得させることで、自己効力感を高

めることを目指す。 

（２）必要感のある協働的な学びの工夫 

個別に課題について調べていくだけでなく、

知識や事実を生かして互いに意見を交流する

場を作り出すことにより、児童が「協働的な

学び」への必要感をもてるようにする。友達

の意見を取り入れることで、自分の考えを多

面的に捉え、補強したり、考え直したりして

いくことができる。一人ではできなかった児

童も、協働的な学びにより、自分にもできた

という自己効力感を高めることができる。 

また、「協働」に二つのあり方を設定する。

グループや全体で直接意見を交わし、交流す

る「熱い協働」、自分の書いたものや成果物を

交流し、自らのペースで学びを深める「静か

な協働」である。学級の実態に応じて、バラ

ンスを考えてこの二つを取り入れていくこと
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で、自己効力感を高め、主体的に学習に取り

組む姿を作り出していきたい。 

（３）個別最適な学びと協働的な学びの往還

による自己効力感の育成 

 この個別最適な学びと協働的な学びを、児

童が必要に応じて取り入れていくことを「往

還」とする。自分が課題解決に向けて必要だ

と思う学びのスタイルを選択・決定していく

中で、主体的に学ぶ児童を育てていきたい。 

最初は、偏った考えを持つ子もいるだろう

が、学び方の必要感を持たせるために様々な

場面を設定し、継続して指導していく。また、

授業の終わりに学習をふり返ることでメタ認

知の力を育成する。自己調整的な学びが進ん

でいくにつれて、「どうやったらできるか」と

いう方略を獲得し、自己効力感を高めていく

ことを目指していく。メタ認知については福

谷、皆川（2021）は「対話と振り返りを重み

づけた学習活動は、公民としての資質・能力

の育成（文部科学省 2017）が求められている

社会科を学ぶこと本来の楽しさや学ぶ意義の

感得と、対話やメタ認知を含む学習方略の習

得を促進し、学習内容が理解できないことに

対する不安や学習方法がわからないことを恥

ずかしいと思うような感情を低減させると考

えられる。」と述べており、自己効力感を高め

るために有効な手段となると考えている。 

 

３．本研究における ICT 機器を活用するねら  

い 

また、「個別最適な学びと協働的な学びの往

還」を実現するために、ICT 機器は大変効果

的な手段となりうるのではないかと考える。

ICT 機器と自己効力感の関係について、伊藤

（2004）は「PＣ活用方略は、内発的調整方略

だけでなく、自己効力感とも関連が認められ

た。学業に対してできそうだと見通しをもっ

ているものほど、PＣの積極的な活用によって

学習の効率化を図っているといえるだろう」

と述べている。 

個別最適な学びを進めるためには、各自に

合った学習方略やスキル，情報収集方法が必

要である。ICT 機器を活用することで、課題

解決に向けて、学習の効率化やスピードアッ

プを図ることができる。一人一台端末を利用

し、必要なアプリを選択、活用することで、

児童の自己効力感を高めていくことができる

と考えている。 

 

４．自己効力感を高める社会科授業のモデル 

 児童の「学びたい」という思いを大切にし

た授業の複線化、ICT 機器の活用等を効果的

に組み合わせて、自己効力感を育てるために

以下のような授業モデルを提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相川（2023）「図５追及場面に「学習の複線

化」を組み入れた授業モデル図」 

澤井（2022）「図１学習過程の新たな例」、

「図 4 社会科における「問いの深まり」の

例」参照 

このような授業形態をモデルとし、教師に

よる知識注入型の授業ではなく、自ら知識を

獲得し、学びを進めていけるようにしていく。

その際に、「主体的に ICT 機器を活用するこ

と」により、個別最適な学び、協働的な学び

の二つの視点から、その有効性を検証してい

く。 

 

 

①自分事にする導入・発問の工夫を行い、児童自ら

の問いが生まれる導入を行う。授業によっては、

価値観のゆさぶりや自己選択を行う場面も設定

する。 

②その疑問を解決するための調べ学習を行わせ、 I

ＣT を活用する場面を作る。 

③調べた事実を基に、IＣT 機器を使ったり,グルー

プで対話したりするなど協働的な学びの場面を

作り、課題の解決にむけて学習の交流を行う。 

④自らの学びをふり返り、学習について俯瞰して認

知させる。（メタ認知） 
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５．本研究の目的 

「小学校高学年社会科において、ICT 機器

を主体的に活用した個別最適な学びと協働的

な学びが、自ら学び、自ら考える力の育成に

つながるのかを明らかにする。」 

 

Ⅱ 調査対象・分析方法 

  

１．調査対象と分析方法 

（１）石川県公立小学校６年 24 名 

本学級の児童は、学習に意欲的に取り組む

子が多いが、全国学力調査の質問紙調査など

の結果を見ると、特定教科への苦手意識が見

られる児童が多い。 

その一方、ICT 機器に学習を使用すること

には、前向きな児童が多い。タイピングには

不自由がなく、グループワークでも、プレゼ

ンソフトや共有ソフトを積極的に活用できて

いる。４月からの社会科授業の中でも、ふり

返りをマイクロソフト社の forms で書くこと

に抵抗なく取り組んでいる。また、児童はノ

ートと同じようにタブレット端末を使ってお

り、必要に応じて紙媒体と併用している。ICT

に苦手意識をもつ子も、教科書や資料集を自

己選択しながら学びを進めることができるよ

うになってきている。 

（２）分析方法 

先ほど提示したモデルで複数の単元の授業

を継続して行い、それぞれの単元での抽出児

童のふり返りを分析し、それを基に自己効力

感の変容を検証する。 

抽出児童については、学習意欲下位層、中

間層、社会科意欲下位で成績上位層の３児を

主軸に分析を行う。自己効力感の変容の分析

を児童のふり返りから行うため、メタ認知能

力が育ってきている小学校高学年での実践を

行う。 

 児童のふり返りから質的分析を行うために、

キーワードを５段階に分けて子供の思考を追

っていく。 

①「わかった」「わからない」＝知識・理解の

定着について  

②「できた」＝メタ認知、自己効力感の変化

について 

③「思った」「考えた」＝自分の考え、意見に

ついて 

④「もっと」「～したい」「自分の課題」「具体

的調査対象」＝自ら学びに向かう態度や学

習意欲 

⑤「わからない（新たな疑問・変化）」＝疑問

の深まり 

これらの言葉の回数等を選択式の部分も含

め、どのような授業の流れの中で出てきたの

か、逆に「できない」「無回答」などがどのよ

うな授業の中で生まれたのかを分析していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図１ Microsoft forms によるふり返り〉 

 

Ⅲ．実践経過と分析 

 

１．実践１「子育て支援の願いを実現する政

治」 

（１）抽出児童の実態と一覧 

Ａ児：学習意欲下位層。学習に前向きである

が、社会科では根拠に基づかない、感

情的な意見が多い。気分が乗らないと

学習意欲が大きく低下する。資料の読

み取りに課題があり、問いと答えが結

びつかないことがある。 

Ｂ児：中間層。大変まじめな児童であり、こ

つこつと努力する。社会科では資料や
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文章の読み取り間違いが多く、知識・

理解の定着は平均程度である。わから

ないことは友だちと相談できる。 

Ｃ児：社会科意欲下位で成績上位層、授業の

中の発言は少ないが、まじめに学習に

取り組む児童である。知識・理解の定

着は進んでおり、自分でじっくりと考

えることができる。友達との交流も必

要に応じて行っている。 

 実践１は６時間扱いの単元である。まず、

自己効力感の変容をみとるためのキーワード

を抽出し、ふり返りを一覧表で表す。 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

【２時】身近な暮らしの中の「政治」につ

いて考え、計画を立てることができた。 

〇まあまあできた  ◎できた 〇まあまあできた  

【３時】市民センター館長さんの話を聞い

て小松市の政治について考えられた。 

◎できた ◎できた ◎できた 

【４時】市役所の方の話を聞いて、子育て

政策について考えることができた。 

◎できた ◎できた ◎できた 

単元全体（５回）でのキーワードの回数 

①４回 

②３回  

③④３回  

⑤０回  

①１回 

②４回 

③④４回 

⑤０回 

①５回 

②５回 

③④３回 

⑤０回 

〈図２〉実践１における自己効力感に関す

る言葉の抽出表 

ここでは、Ａ児とＢ児についてふり返りを

さらに詳しく分析し、自己効力感の変容に迫

っていく。 

（２）自己効力感の変容 

Ａ児は学習計画を立てる１時では、自分に

身近な場所だからこそ、生活経験と結びつけ

て、市民センターについて知っていること、

調べたいことを書くことができている。 

２時では、政治について、インターネット

を活用し調べ学習を自分で行い、「わかった」

と知識が増えたことを実感している。 

３時で実際に市民センター館長の話を聞く

中で、市民センターへの理解を深めている。 

４時には、小松市役所の子ども環境課の方

へのインタビューの後「わかった」という言

葉だけでなく「やっぱり…だった」と自分の

考えと事実を確認し、思考を深めている。４

時までを終えて、ふり返りの中で「まあまあ

できた」から「できた」という言葉に変化し

ている。 

５時では、「小松市の税金は私たちのために

使われているのかな」というねらいで、調べ

た事実をもとに、話し合う授業を行った。本

時の交流や話し合いに関して、Ａ児はふり返

りの中で、「町のことや町づくりに疑問に思っ

た」「自分の考えを深めることができた」とい

う記述をしている。学習の中では、子育て政

策の話を中心に学習を進めていたが、Ａ児の

興味が広がってきたことがわかる。 

６時における、小松市の政治に対する自分

の考えをまとめる時間には、友達と相談しな

がら自分の考えをまとめていた。単元後のふ

り返りの中で、「友達の話を聞いて、自分の考

えを深めたり、確認したりできる」と感じて

おり、「人の考えも、自分の考えも取り入れて

会話をしたり、文章を書いたりできるように

なった。」と記述していた。自分の考えだけで

なく、他の意見と比較、総合しながらよりよ

い考えにしていこうと取り組んでいた。 

Ｂ児は学習計画を立てる 1 時から、市民セ

ンターについて、多くの知っている事実を挙

げ、「市民センターについて調べていきたい」

と前向きな記述をしていた。 

３時には実際に、市民センターの館長の話

を聞いて、「このまま小松市民センターに来る

人が急激に減ると、市民センターがなくなっ

てしまうかもしれないので、市民センターの

人に協力したい」と自分の考えを書いている。 

４時には小松市役所の子ども環境課の方へ

のインタビューの後「わかった」という理解

を示す言葉だけでなく、市役所と市民センタ
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ーの活動を「くわしく知りたい」とさらなる

情報を求めている。ゲストティチャーに話を

聞く中で、自己効力感、学習意欲が高く維持

されていることがわかる。 

５時の話し合い活動を中心にした授業の後

には「できた」という言葉を３回使ってふり

返りを書いている。さらに、単元の最後のふ

り返りでは、「友達の話を聞いて、自分の考え

を深めたり、確認したりできる」と感じてい

る。このことから、話し合い活動、熱い協働

を通して、自分の考えを深めることができて

おり、友達と交流する活動に対して、できる

ようになったという自己効力感を高めている

ことが分かる。Ｂ児は、自身の課題について

も言及できており、社会科で身に付けたい力

を「自分一人で調べ学習を進めること」とと

らえていた。 

（３）授業の分析 

 Ａ児、Ｂ児ともに自己効力感に変化を及ぼ

したと考えられる授業について分析を行って

いく。本単元では、３，４時と５時が二人の

考えの変容に大きく関与したと考えている。

以下分析を授業ごとで行っていく。 

 【３時】「児童センターの所長さんにインタ

ビューして、さらに調べよう」（５月 17 日） 

 ３時の授業ではオンラインで、市民センタ

ーの館長からお話を伺った。地域教材の活用

による授業は、打ち合わせ等も含め準備に時

間がかかるが ICT の活用により、効率的に行

うことができた。オンラインで行うことで準

備時間が短縮され、子ども達が集中し、目を

輝やかせて話を聞く場を作ることができた。 

館長の話を聞いて、「この税金の使い方はい

い」と児童が反応し、自分の考えにつなげて

いた。知識と経験を結びつけやすい地域教材

は大変効果があるといえる。今回の学びは一

斉指導ではなく、それぞれに違う疑問を持っ

て進められたものである。答えや感想が多岐

にわたることで、協働的な学びの必要感と自

己効力感の高まりにつながっていったと考え

られる。個別最適な学びへの効果は十分にあ

ると感じられた。 

【４時】「市役所は児童センターとどのよう

に関わっているのだろう」（５月 24 日） 

４時の授業は、小松市役所子育て環境課の

方をゲストティチャーに招いてインタビュー

を行った。児童センターと政治の関わり、小

松市の子育て政策と税金、予算のこと、仕事

への思いなどを語ってもらった。児童は話を

聞きながら、児童の中にはさらなる疑問が生

まれてきたようで、それらを加え、質問をし

ていた。そして、館長と環境課の方の話を聞

いたうえで、「小松市の子育ての取組について

どう思うか」という課題を投げかけ、次時に

話し合うという見通しを持たせ、授業の後半

で課題に対する自分の考えを書かせた。 

これまでの学習で、課題を自分事とし、考

えをきちんと持つことができたという実感、

自己効力感が高まっているからこそ、答えの

ない問いにも前向きに取り組めていた。 

【５時】「小松市の税金は私たちのために使

われているといえるのかな」（５月 26 日） 

「小松市の子育ての取組についてどう思うか」

という前時からの課題を受け、学習を行った。

子育てにかかわる行政の方の意見や取組、願

いを聞き、自分の考えを持って授業には臨め

た。小松市の取組を点数化すること、その根

拠をもたせることで学習の個別化を図り、話

し合うときの必要感を作り出そうとした。 

 一人一人の課題意識を自分事としてしっか

りと持つことで、個別最適な学びを進めるこ

とができ、自己効力感も高まった。交流の幅

は狭いものの、他者の疑問や考えを知ること

で、意見を深め、まとめることができた部分

もある。５時のふり返りで、Ａ児の「みんな

と協力して学ぶ学習で、自分の考えを深める

ことができた」Ｂ児の「みんなで何点かを話

し合うときに解決しようとする行動に参加で

きた。いろんな人の意見を聞いてなるほどと

思ったから」というふり返りからも自己効力
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感に一定の効果があったといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図３〉Ａ児の作成したまとめ 

 

 

 

 

〈図４〉Ｂ児の作成したまとめ 

図３、図４のまとめについて、Ａ児とＢ児は

実際の授業で交流をしており、考えの共有化

がされていることがわかる。また、両者はふ

り返りの中で「友達の話を聞いて、自分の考

えを深めたり、確認したりできる」と感じて

いる。 

児童のふり返りを見ると、半分程度の児童

が交流で考えが深まったと書いている。しか

し、授業者から見ると、協働的な学びに関し

てはグループワークの活用がうまく進められ

なかったと感じている。その理由としては、

二つが考えられる。一つ目は、本授業では、

子供たちの選択の幅が限られており、交流す

る必要性が少なかった点である。二つ目は、

人間関係の問題である。自分の考えを自由に

交流し合える雰囲気が作れていなかった点が

挙げられる。 

協働的な学びに関しては、必要感のある学

びの場の設定、ICT 機器をどのように活用す

るかなど再考をする機会となった。 

 

２．実践２「天皇中心の国づくり」 

（１）抽出児童の実態と一覧 

本実践は歴史単元となるが、抽出児童、抽

出方法については、実践１と同様とする。 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

自分一人で調べ学習が進められる 

できた 6／6 できた 6／6 できた 5／6 

 

 

時 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

わからないときは友達と相談して取り組めた 

１ できた   

２ できた   

３ できた   

４ できた  できた 

５ できた   

全 できた できた できた 

 

時 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

友達の話を聞いて考えを深めたり、確認したりできた 

１ できた  できた 

２ できた  できた 

３ できた  できた 

４ できた できた できた 

５ できた  できた 

全 できた できた できた 

 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

単元全体（６回）でのキーワードの回数 

①2 回 

②8 回 

③0 回 

④5 回 

⑤1 回 

①5 回 

②9 回 

③0 回 

④4 回 

⑤1 回 

①5 回 

②4 回 

③3 回 

④3 回 

⑤1 回 

〈図５〉実践２における自己効力感に関す

る言葉の抽出表 

ここでは、協働的な学びについてＢ児とＣ

児についてふり返りをさらに詳しく分析し、

いろいろな方法で調べることができる 

できた 6／6 できた 6／6 できた 4／6 

全体で話し合うときは自分の意見をもって取り組めた 

できた 6／6 できなかった できた 1／6 
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自己効力感の変容に迫っていく。 

（２）自己効力感の変容 

Ｂ児は、歴史の学習では、事前学習をして

いないため、予備知識についてはほとんどな

かった。しかし、第１時のふり返りの中で「児

童用タブレット端末（以降、学習用端末と標

記）で歴史上の人物がどんなことをしたか調

べられる」と書いており、「調べ学習によって、

必要な知識を身に付けることができる」と自

己効力感を高めていると考えられる。 

Ｂ児は前単元までの学習方略を生かして、

社会科の学習の中で、知識獲得のための調べ

る方法が複数身についており、教科書、資料

集、インターネット、NHK 動画など自己選択

をしながら必要な情報や知識を集めていくこ

とができた。調べて得た知識が具体的な言葉

として出てきている。個別の学びに関する部

分では、「自分一人で調べることができる」「い

ろいろな方法で調べることができる」という

視点ではすべて「できる」と答えている。 

個別最適な学びを続ける中で、自己効力感

に良い影響を与えていると考えられる。 

さらに、３時には、「簡単にまとめて、覚え

る」という言葉を書いている。歴史学習の中

で毎回膨大な知識が入ってきており、整理す

ることが必要だと児童は判断している。自ら

の学びをメタ認知する中で、調べ学習の中か

ら知識が必要であると感じ、知識獲得に前向

きに取り組んでいる。 

この児童は単元終末のふり返りで個別最適

な学びと協働的な学びの大切さについて記述

している。政治単元では、「自分一人で調べ学

習を進めること」を目標の一つとしていたが、

単元末のふり返りには、「調べ学習の時に自分

の意見を深めたり、友達の話を聞いて、もっ

と自分の意見をふかめることができた（原文）」

と記述しており、友達との協働を進める中で

「できる」ようになったと感じている。 

ただ、「全体の場で自分の意見をいうことが

できる」という項目では、「できなかった」と

一貫している。「言えたときもあったけど、言

えないことが多かった」と書いており、自信

がなく自分の意見をなかなか言えないことを

自覚していた。この児童は項目ごとでの丁寧

なふり返りをしていく中で、メタ認知の力が

高まり、「できなかった自分」を見つめること

ができていた。そこから、次の自分の目標を

つかみ、自己効力感を高めることにもつなげ

ていると考えられる。 

Ｃ児については、６時間の単元の中で「一

人で調べる」ことができたとふり返りの中で

５回書いている。本児は、社会科の歴史学習

の中で、調べる方法が身についており、教科

書、資料集、インターネット、NHK 動画など自

己選択をしながら必要な情報や知識を集めて

いくことができた。そして、「友達との話を聞

いて考えを深めたり確認したりできた」とい

う項目は毎回できたと答えている。第１時、

２時、４時のふり返りの中で「…ということ

を聞いて確かに…だと思った。」という表現を

用いており、自分の調べた事実や考えだけで

なく、友達の意見を取り入れることでさらに

納得できるように自分の考えを深めていると

考えられる。最初に調べた知識をもとに、本

時の課題やめあてに向かって考えたり、話し

たりして考えを深めていく姿が見られ、個別

最適な学びと協働的な学びの往還が見られた。 

また、毎時間のふり返りの中で、授業で出

てきた具体的な知識を書くことが増えてきた。

単元末のふり返りの中でも、「日本の憲法や縄

文時代のことを覚えたい」「歴史で習う人物を

たくさん覚えたい」と書いており、Ｃ児が新

しい知識を身に付けたときに、「わかった」と

自己効力感を高めると考察できる記述も見ら

れた。知識定着が学習の目的の大きな要素で

あると推察できる。「わからないときには友達

に…と聞くことができた」という記述も見ら

れ、学び合いが有効だと感じ、学習方法の一

つとして選択していたといえる。 

Ｃ児と他の児童を比較して、異なった部分
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がある。それは、キーワードの③にあたる部

分である（表４の中の下線部分）。Ｃ児は「私

は天皇中心の世の中ができて、米を運ぶのを

さぼる人がいなかったのかという意見を聞い

てなるほどと思った」というように、事実を

もとに自身の考えや友達の意見を具体的に書

いている。学習を通して、事実を知るだけで

なく、協働的な学びをもとにした思考が加わ

っていることが確認できる。「一人で調べる」

ことを活かして「友達と考えを深める」こと

が思考の深まりにつながっている。 

（３）授業の分析 

Ｂ児、Ｃ児ともに自己効力感に変化を及ぼ

したと考えられる授業（４時、６時）につい

て分析を行う。 

【４時】「聖武天皇はどうやって大仏を完成

させたのだろうか。」（６月 30 日） 

本授業において「各自が調べ学習で必要な

情報を見つけることができているか」「その情

報をもとに協働の学びができているか」とい

う点を授業者はポイントとした。特に「熱い

協働」を生むために提示した発問が「人々は

大仏づくりに喜んで参加したのだろうか」で

あった。この質問に対して、児童は自分なり

の考えを持っていたが「いやいやだったと思

う」という意見が大半であった。教師が「大

仏づくりには給料が出た」「銅や金などを寄付

した人が多くいた」「たくさんの人が開眼法要

に参加した」という反論のための根拠となる

事実を提示しても意見を変えない児童が多か

った。 

児童が「いやいやだったと思う」という意

見を持ったのには、二つの理由が考えられる。

一つ目は、「現代の自分の感覚・経験で判断し

たこと」二つ目は「税の重さで民衆が苦しん

でいたという事実」である。本時ではいつも

は話さない児童も自分の意見を言う姿が見ら

れた。「人々は喜んで大仏づくりに参加したの

か」という発問は、答えが複数になる問いで

あり、自分以外がどのような考えを持ってい

るかを知りたいという思いを強めていったの

ではないかと考えられる。そのため、児童に

話し合う必要感が高まったと予想できる。た

だ、話し合いに参加しようとしない児童も一

定数いるという課題もある。今後も、話し合

う必要感をもてる課題を提示し、このような

学習方法をとることで自分の学びにつながる

という効力感を高めていく必要がある。 

グループワークの時に、児童自ら ICT を使

う場面もあったが、協働に対する意識の高ま

り「熱い協働」にはつながったとは言えない。

授業の中では、各自の意見を並べで書いただ

けに留まり、考えの変容や深まりがなかった。

協働的な学びへの必要感や有用感は一朝一夕

で身に付くものではない。ICT 活用だけでな

く、クラスの人間関係などの生徒指導上の問

題も関わってくる。本研究の目的に迫るため

には生徒指導も考慮に入れる必要があると考

える。 

【６時】６時では「協働的な学びを進める

ための必要感」を高めること、「協働的な学

びの後、児童が自ら学びを進めるための手立

て」を考え、授業を行った。  

 一つ目の「協働的な学びを進めるための必

要感」では、自己決定・自己選択を行いなが

ら調べ学習を授業に位置付けた。調べたこと

を持ち寄り、話し合う必要感を生むために、

この時代の主な人物である聖徳太子、中大兄

皇子、中臣鎌足、聖武天皇、行基、鑑真とい

った人物の中から、この時代で「大きな変化

をもたらした人」を決めるという課題を出し

た。意図的に選択肢を与えることで、調べ学

習や考えに多様性が生まれ、「他の児童の考

えを知りたい」という必要感につなげていく

ことができた。本時のふり返りで、抽出児童

３名共に、「友達の話を聞いて考えを深めた

り、確認したりできた」等と記述しているこ

とからも、そのことがわかる。 
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〈図６〉Ｃ児交流前のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図７〉Ｃ児交流後のまとめ 

図６，図７の下線部（筆者追記）を見ても

わかるように、Ｃ児は授業後に意見の変容が

見られる。次時にまとめを書き直して２位が

聖武天皇から聖徳太子に変わっており、３位

の鑑真の理由も詳しくなっている。二つとも

に「～という意見に納得したからです。」とい

う表現がされている。他の児童からの意見で

考えが変容したことは協働的な学びによる成

果と言える。  

二つ目の「協働的な学びの後の児童が自ら

学びを進めるための手立て」として ICT 機器

を活用する場面の意図的に設定し、「意見を交

流する」「学習をまとめる」時間で活用してき

た。６時のように協働的な学びの後に、意見

交換の中での考えやそこで得た知識を入れて

まとめ直しを行ったが、上記の考えの変容を

見ても知識の深まりを実感し、自分の考えを

持つことができていると言えるのではないか。 

Ｂ児、Ｃ児ともに、個別最適な学びを取り

入れていくことで、「わからない」ときには

様々な方法を選択して、解決に向けて学習し

ようとしていた。このような自分たちで解決

する経験を積み重ねることで自己効力感につ

ながったと考えられる。  

協働的な学びの部分では、「奈良時代に一番

影響を与えたのはだれか」という課題を考え

る際に ICT を活用した交流を行った。今回の

実践では、ICT の効果と課題が見られた。効

果としては、「静かな協働」が自然と行われた

ところである。情報を各自のペースで読みな

がら、自分の意見と比べることができていた。

その後の調べ直しやまとめにも意見を取り入

れている児童が見られた。ただ、使うアプリ

に対する児童の習熟が足りなかったことが課

題としてあげられる。以上のような強み弱み

がみられたことで、次の実践の時には改善を

加え、主体的な学びを作りたいと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図８〉ICT 活用による協働的な学び  

 

４．実践３「武士の世の中へ」 

（１）抽出児童の実態と一覧 

本実践においても、抽出児童、抽出方法に

ついては、実践１、２と同様とする。ただ、

Ｃ児が５、６時に新型コロナウィルス感染の

ため、出席停止となり、授業に参加できなっ

たため、情報が未記入である。 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

自分一人で調べ学習が進められる 

できた 6／6 できた 6／6 できた 3／4 

 

 

いろいろな方法で調べることができる 

できた 6／6 できた 6／6 できた 4／4 
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時 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

わからないときは友達と相談して取り組めた 

１ できた  できた 

２ できた できた  

３ できた できた できた 

４ できた できた できた 

５ できた できた  

全 できた できた  

 

時 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

友達の話を聞いて考えを深めたり、確認したりできた 

１ できた できた  

２ できた できた  

３ できた できた  

４    

５ できた できた  

全 できた できた  

 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児(４回分) 

単元全体（６回）でのキーワードの回数 

①3 回 

②3 回 

③3 回 

④1 回 

⑤0 回 

①1 回 

②10 回 

③0 回 

④1 回 

⑤0 回 

①4 回 

②3 回 

③0 回 

④1 回 

⑤0 回 

〈図９〉実践３における自己効力感に関す

る言葉の抽出表 

（２）自己効力感の変容 

本単元での実践については、抽出３児童と

もに、それぞれに特徴や変化があった。今単

元の授業の中で、自己効力感が低下したと考

えられる場面があった。まず、Ａ児とＣ児に

ついて自己効力感が低下したと思われる部分

を見ていく。 

Ａ児は今までの単元では、自己評価をさげ

たことがなかったが、本単元では「友達の話

を聞いて考えを深めたり、確認したりできる」

という質問で２度自己評価を下げている。３

時間目には、「自分の考えをもって学び合いが

できたか」という質問にも無回答であった。

また、ふり返りの記述を読むと、「知りたい」

や「思った」と言ったキーワード③④に関す

るものが見られ、一見、肯定的な評価に思え

るが、「源頼朝がリーダーにふさわしいと思っ

た」「頼朝のほうがみんなのためを思ってルー

ル作りをしたから」といった学習で得た知識

に対する「事実への思い」がほとんどであり、

「できた」という自己効力感に関わる記述は

「調べることができた」という部分だけとな

っていた。単元のふり返りの中でも、「わから

ないことを自分で調べることが大切だ」と書

くに止まっている。事実を調べることで疑問

を解決できてはいるが、それを活用する学び

合いに対する自己効力感が低下しているもの

と考えられる。 

次に、Ｃ児については１時間目の導入の段

階で調べたいことや疑問が「あまりない」と

答えている。その後の２、４時間目では「話

し合いや学び合いがうまくできなかった」「で

きなかった」と記述している。一方、ふり返

りの中では、「領地」「平清盛」「源頼朝」「源

義経」「北条家」といった授業のキーワードを

使って自分一人で調べたことは書いていた。

このことから学習の中で知識を得ることはで

きているが、それが学び合いの中で得られた

ものではなく、調べ学習の中で獲得したもの

と考えられる。「友達の話を聞いて考えを深め

たり、確認したりできた」という質問にも、

一度も「できた」と答えていない。以上から

Ａ児、Ｃ児は課題に対する調べ学習で「知識

を得た」という自己効力感は高まっているが、

学び合いによる自己効力感が低下したと考え

られる。 

一方、Ｂ児のふり返りを見ると、自己効力

感が高まったと考えられる記述が多い。実際、

２時から６時までの授業において、ねらいに

応じてキーワード②である「自己効力感」に

全体で話し合うときは自分の意見をもって取り組めた 

できた 5／6 できなかった できなかった 



12 

関わる「まとめることができた」「知ることが

できた」という記述が多く見られ、学びへの

肯定的な評価がみられた。ただ、学習計画を

立てる際の「調べたい、考えたいと思うこと

はあるか」という質問に対し、Ｂ児は無回答

であった。 

ここまでの記述から、Ｂ児、Ｃ児は、導入

段階で自らの疑問や考えを持てていないこと

がわかる。それは、導入の授業で、学びの必

要感の低さが学習に対する自己効力感の低下

を招いたのではないかと考えられる。また、

Ａ児を見ると、知識理解をねらいとする場面、

調べたら答えが出る問いでは、学び合いによ

る必要感がなく、「みんなでできた」という自

己効力感が下がっていったと考えられる。 

同じ授業で学んでいた児童でも様々な場面

で自己効力感の変容が見られた。これは、こ

れまでの学び方の差、児童一人一人の考えや

経験、興味などが違うことが影響していると

も考えられるが、次に、授業の分析を通して、

導入での自己効力感の低下、授業の中での自

己効力感の変容の個人差について原因を考え

ていきたい。 

 

（３）授業の分析 

 本単元では、１時と４時、６時の授業内容

や展開が自己効力感に影響を与えたと考え、

この３時間について分析を行っていく。 

【１時】「武士はなぜ命がけで戦う生活を送っ

ていたのだろうか」（９月６日） 

本時は、地域教材を活用し、児童の学びを

自分事にするために「金沢市堅田遺跡」を導

入の教材として取り上げた。金沢市埋蔵文化

センター調査員のインタビュー動画や発掘資

料、映像資料を用意し、興味のあるもの、必

要なものを児童自らが選びながら、金沢の武

士について調べられるようにした。 

 この授業の中では、児童は今までの学び方

を用い、自分で資料を選び、調べ学習を進め

ていったが、資料の多様さにより、情報過多

に陥り、調べる時間が足りなかった。多様な

資料がありすぎるがゆえに、自分に合った課

題をゆっくりと考えることができず、一人一

人が学習課題を持てるほど集中できなかった

と考えられる。また、実践１の時とは違い、

地域教材と言っても、自分事になるほどの親

近感が持てなかったことも自己効力感の低下

を招いた原因として考えられる。Ｂ児、Ｃ児

のふり返りの中でも調べたいこと、考えたい

ことが「あまりない」「無回答」であったこと

からもそれが伺える。やはり、導入での課題

の持たせ方が自己効力感に大きな影響を与え

ると考えられる。 

【３時】「源頼朝と源義経はどちらがリーダー

としてふさわしいのだろう」（９月 12 日） 

 本時は頼朝と義経を比較し、自分なりの根

拠を持って話し合うことをねらいとして行っ

た。まずは、源平の戦いにおいて、義経の活

躍を調べたが、抽出３児童ともに、自分で調

べることができ、効力感を高め、義経につい

て、どのような人物であるかをある程度理解

できていた。そしてそれを、頼朝の良さと比

べて「どちらが源氏のリーダーとしてふさわ

しいか」を考えさせた。思考を深めるため「腰

越状」という資料を提示し、その場面で「自

分が御家人ならどちらについていくか」と発

問し、考えさせた。本時では、３児童とも ICT

を使い「静かな協働」交流していた。Ａ児、

Ｂ児については「新しい考えを知ることがで

きた」「頼朝のほうがリーダーにふさわしい」

と学び合いによって自分の考えを深め、自己

効力感に変容が見られた。しかし、Ｃ児は義

経に対する知識は持てたものの、考えの変容

が少なく、学び合いの中で考えが深まってい

なかったと推察できる。 

 

 

 

 

〈図 10〉Ｃ児の交流後の考え 
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個別の学びで、知識を自分で獲得できていて

も、効力感が高まる児童、高まらない児童と

いう、差が生まれていることが分かった。 

【６時】「武士の世の中が作られた中で、一番

のヒーローは誰だと思うか」（９月 16 日） 

 本時は、人物を比較し、鎌倉時代に活躍し

た人物を自分なりの根拠を持って説明し、交

流することをねらいとしている。この学習を

終えたＡ児は協働的な学びをすることで「い

ろんな人の意見が知れる」「いろんな考えが持

てた」と記述している。授業の中、交流場面

ではグループで積極的に意見交換をしており、

「他の人の考えを知りたい」と前向きに活動

をしていた。Ａ児は、このような「熱い協働」

だけでなく、他の児童の考えを知るために

ICT を活用する「静かな協働」も学習の最後

に取り入れており、必要に応じた学習の往還

を行う姿が見られた。 

Ｂ児は友達との交流は積極的に行うものの、

自分の考えを全体で発表することはできなか

った。ただ、「学習用端末の利用は効果的であ

る」とふり返りで書いており、自分にあった

「協働」を選択し、学習を自ら進めることが

できていた。「考えの交流ができた」「自分の

意見以上に考えが深まる」と記述しているこ

とからも、方法や学び方を選択することで自

己効力感を高めながら学習を進めることがで

きたと考えられる。 

 

〈図 11〉静かな協働のための ICT 活用 

 

Ⅳ 考察 

１．学習を通しての自己効力感に変容を与え

る要素について 

 今回の実践を通して、児童の学びの姿から

個別最適な学び、協働的な学びと自己効力感

の関わりについて考察する。 

（１）自己選択・自己決定を生かした個別最

適な学びが生む自己効力感 

本実践の中、特に実践３から個別最適な学

びの視点で見ていくと、学習への必要感を高

めずに、いきなり個人に任せ、自由を与える

ことで、児童は自己効力感を低下させた。実

践１、２のように単元の導入部分での「見通

し」を持ち、課題を「自分事」とすることが

学習に対する自己効力感に大きな影響を与え

ると考えられる。また、Ａ児の１時のふり返

りの記述の中で「自分から考えたい」という

言葉が毎回書かれていることから、導入での

学習が、内発的動機づけにもつながっている

と推察される。学習方法を自由進度学習まで

進めなくても、導入部分の工夫を行うことで、

自己効力感に大きな変化があった。 

また、学習課題をしっかりとつかみ、児童

が調べたいこと、考えたいことを自己選択・

自己決定することは、児童の自己効力感を向

上させている。ただ、その効力感を維持して

いくためには「調べて知識を獲得する」とい

うことも必要である。抽出児童のふり返りか

らも「自分で調査し、獲得する」という方法

を繰り返していく中で、「調べたら自分で答え

を見つけられる」「いろんな方法で調べること

ができる」という記述が増え、効力感が高ま

っているのが分かった。児童が自己決定した

課題や自分に合った方法で調べ学習を進めて

いくことで、「自分で知識を獲得できた」とい

う自己効力感にもつながっていったと考えら

れる。 

（２）協働的な学びに対する必要感 

自己効力感の変容と協働的な学びの場面の

関係を見ていく上で、児童が協働についてそ

の必要感を実感することは欠かせない要素で

あるが、今回の実践の中で見られた二つの点

に注目して考察していく。 
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一つ目は「一人では解決できない、教えて

ほしい」という切実感から生じる協働的な学

びへの必要感である。思考・判断・表現の育

成をねらう場面だけでなく、知識の習得や理

解を高める場面で、「一人ではできないけど、

解答を知りたい」という気持ちが生まれると、

自然発生的にこの学び合いが行われることが

あった。テスト前にも、自ら相談する姿が見

られ、知識を確認し、教え合う姿が見られた。 

二つ目は、「他の人の考えを知りたい、一緒

に考えたい」という考えを深めようとする必

要感である。社会科の学習における自己効力

感の変容には、この二つ目の必要感がより大

きく関わっていると考えている。というのは、

実践２で、「奈良時代における大きな変化をも

たらした人を決める」という問いの時に、Ａ

児Ｂ児Ｃ児３者ともに見られた必要感だから

である。個別の学びから事実をつかみ、自ら

の考えを持つときに、協働への必要感、効力

感が高いと「他の人の考えが知りたい」とい

う気持ちにつながる。今までの人間関係や経

験も影響を与えるが、学習を通して、さらに

友達との協働的な学びへの必要感が高まって

いく。このような協働の学びを通して「自分

の課題が解決した」「意見がより深まった」と

感じることが、自己効力感の高まりにつなが

っていくと考えられる。 

ただ、この点については集団の状況や能力

差等により、異なる結果となることも考えら

れる。 

（３）個別最適な学びと協働的な学びの往還

による自己効力感の育成 

 児童一人ひとりが、個別最適な学びを活か

して学習方略を獲得し、自分で知識を獲得で

きるようになる力、「他の人と一緒に考えたい」

という協働的な学びへの必要感という二つが

高まってきた結果、教師の発問の工夫や資料

の提示が意図的に働き、児童が個別最適な学

びと協働的な学びの往還をしていく場面生み

出すことができた。しかし、全員が同じよう

に疑問を感じ、同じペースで学習を進められ

るわけでない。そこに児童の差が生まれるが、

教師がこの差を受け入れることにより、学び

の往還を生み出すことにつながり、自己効力

感の変容にとって大事なポイントとなると考

えている。 

社会科の授業では、全員を同じ目標に到達

させるため、教師によって「事実や情報等を

与えて」個人の差を埋めようとする場面があ

る。しかし、与えることだけでなく、児童が

できていない状態を自覚して自己調整的な学

びを行うこと、ふり返りを通して、今の自分

にできること、できないことをはっきりさせ

ることが学習の目標の到達にとって大切なの

ではないかと考える。 

対話やメタ認知を含む、学習方略の習得を

促進することは、学習内容が理解できないこ

とに対する不安や学習方法がわからないこと

を恥ずかしいと思うような感情を低減させる。

実践の中でも、自分で調べて知識を得て、み

んなで考えて解決できるという形態を往還さ

せることで、学習方略が身に付き、自己効力

感に変容を与えることができた。 

今回は「熱い協働」「静かな協働」の二つの

協働を取り入れて授業を構成したが、熱い協

働は、学びの必要感があっても、人間関係や

学力レベルの差により、話し合いがうまくい

かず、自己効力感が下がる場面があった。そ

こに、「熱い協働」だけでなく、「静かな協働」

を行うという選択肢があることで、今まで「同

じレベルの話し合い」に参加できなかった児

童も授業に参加し続けることができた。特に、

Ａ児においては、自分の考えをリライトする

ときに、じっくりと他の児童の考えを読み直

しており、自己効力感を高めながら、自分の

ペースで学習を進めることができた。個別の

学びと同様に協働的な学びでも協働スタイル

の選択という要素を取り入れることで児童の

学習意欲の向上につながると考えられる。 
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（４）ICT 機器の活用による個別最適な学び

と協働的な学びの効果について 

 今回の実践では、様々な場面で学習用端末

を活用してきた。個別最適な学びと協働的な

学びという二つの面から、自己効力感を育む

ために効果のあった点を述べていきたい。 

まずは、個別最適な学びに関して、学習用

端末を使うことで、「インターネットによる情

報収集」だけでなく、「スクリーンショットを

とる」、「文をコピーする」などができるよう

になり、「まとめる」「リライトする」ことが

容易になった。書くことに苦手意識を持つＡ

児も、インターネットで調べた事実や写真を

画面上で並べたり、比較したりして必要な情

報を精査することができた。調べ学習を「た

だ写すこと」「まとめること」を目的とするの

ではなく、意見交流の根拠とすることで、「知

識を使って再思考する」ことができていた。

児童が必要に応じて機器を活用することで、

「自分でできる」という効力感を高め、課題

解決に向けて、学習の効率化や学びの困難さ

を抱える児童を助けることができたと言える。 

「協働的な学び」に関しても実践２，実践

３で示した通り、学びの共有場面で静かな交

流を行い効果的に活用することができた。学

習用端末を利用し、必要なアプリを選択、活

用することで、「友達と学ぶことで考えを深め

ることができる」という児童の自己効力感を

高めていくことができた。 

ただ、これらはあくまでも学びを支える道

具・システムである。今回の研究では、自己

効力感と ICT の関わりには、大きな影響があ

ることが見出せた。今後の活用により、大き

な可能性があることを忘れないようにしたい。 

 

Ⅴ 終わりに 

今回の実践を通して、自己効力感を高める

ために、個別最適な学びと協働的な学びを用

いることは、個人差はありながらも、有効で

あると実感した。しかし、教師が二つの学び

のスタイルを意識して授業をし、児童の自己

効力感を高めたとしても、現状では、テスト

でよい点をとれたという事実、評価も自己効

力感に影響を与えていた。今回の実践の中で

も、対象クラスで市販のテストを用いたが、

テストの点を見て、自己効力感を下げてしま

うケースも見られた。この状況を改善するた

めには時間を要するが、知識に偏ることなく、

自分の考えを持って課題に取り組めたことを

教師が適切に評価していくことが大切である

と感じた。 

また、教材を自分事として児童が捉えられ

るように、教師が知識を教え込むスタイルを

崩し、児童が自ら課題について調べ、解決し

ていくスタイルを採用すること、協働的な学

びに対する児童への必要感、効力感を高めら

れる学習を取り入れることの重要さを今回の

実践を通して改めて感じたところである。 

今回の実践の最後に、児童にアンケートを

とった。「社会の勉強ができるようになった」

という質問に対し、「できるようになった」12

人、「まあまあできるようになった」11 人（23

人中）といった結果になった。アンケート項

目は同じではないが、６年スタート時は「社

会が好き」が８人であったことから考えれば、

「できる」と自己効力感を高めた児童が増え

たことは良い結果につながったと言える。 

このアンケートの記述部分において、Ａ児

は「社会の学習でどんなことができるように

なったか」という質問に対し「できるように

なった。わからなかったら、すぐに調べて、

自分に理解できることもできたし、友達と交

流することもできたから（原文）」と理由を述

べている。それに対し、Ｂ児は同じ質問に対

し、「まあまあできた。みんなの前で発表する

ことができなかったから、できるようにした

いと思ったから（原文）」とできないことを認

知し、今後も努力したいということを書いて

いる。 

自己効力感を高めることで、自分を認めら
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れる子、自分の課題に向き合う子等、それぞ

れメタ認知を働かせながら、よりよい学びに

向けて、学習方略を選択できるようになって

きた。今回の実践では、さらに、一歩踏み込

んで、社会科の見方・考え方を育むことがで

きるかという面までは、検証・考察はできな

かったが、今後も子供の学習意欲を高めるこ

とを続けながら、学ぶ力を育成していきたい。 
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